
（山頂）



伊吹山南側斜面（治山事業：５合目から７合目）

５合目付近

６合目付近

７合目付近



伊吹山南側斜面（治山事業：６合目から７合目）

６合目付近

７合目付近



伊吹山南側斜面（治山事業：７合目付近）



伊吹山南側斜面（治山事業：７合目付近）



伊吹山南側斜面（６合目から山頂部浸食・洗堀状況）



アーチ式獣害対策ネット
（在来種播種・移植併用）

R7.5.23撮影 R7.8.28撮影

土のう筋工

R5.10.18撮影 R7.8.14撮影

ヤシ繊維ネット伏工・土のう筋工

７合目～山頂付近

緑化基礎工付自然侵入促進植生マット・
ヤシ繊維製筋工

伊吹山南側斜面（土砂流出対策・植生回復）



伊吹山南側斜面（土砂流出対策・植生回復）

関ケ原町から望む伊吹山

土のう筋工設置時点
（2023年10月18日）

設置1年後の様子
（2024年10月18日）

土のう筋工の効果で斜面の土砂流出が抑制され、
植生が回復してきている。（クサギ、ハダカホオ
ズキ、レモンエゴマ等）



関ケ原町から望む伊吹山

アーチブロック設置８か月後
（2025年5月23日）

設置後11か月後の様子
（2025年8月28日）

アーチ式獣害ネットの効果で食害や踏圧害が防が
れ、植生が回復してきている。（タケニグサ、イ
ブキジャコウソウ等）

伊吹山南側斜面（土砂流出対策・植生回復）



関ケ原町から望む伊吹山

伊吹山南側斜面（土砂流出対策・植生回復）

山頂～８合目（伏工：ヤシ繊維ネット／水路マット） ７合目（土のう筋工：ヤシ繊維土のう）



山頂・３合目における植生保全

金属製植生防護柵の設置（山頂）

（山頂）



伊吹山山頂・３合目（貴重植物の植生保全）

保全団体等による植生防護柵の
設置（山頂、３合目）

山頂西側1.5kmは令和６年に金属柵化が完了。
回復が進んできている。

３合目 ユウスゲ柵

山頂 春の柵上げ

固有種：ルリトラノオ

柵の中

柵の外

貴重種：トモエソウ

シモツケソウ再生柵



ニホンジカの捕獲強化
大型囲いわな（10m×10m）1基
箱わな 6基

6合目標高990m
５合目標高880m

3合目標高720m

山麓標高220m

山頂標高1377m
ドロップネット（18m×18m）1基
銃猟

ドロップネット（18m×18m）1基
大型囲いわな（12m×12m）1基
銃猟

ドロップネット（18m×18m）1基
囲いわな（4m×4m）15基
箱わな 18基
銃猟

捕獲頭数：令和５年度 ２３１頭（目標：２００頭）
令和６年度 ３９５頭（目標：３００頭）
令和７年度 ４３８頭（目標：３００頭）



ニホンジカの捕獲強化（3市町連携捕獲：米原市・関ケ原町・揖斐川町）

米原市 揖斐川町

関ケ原町

期間：通年
エリア：伊吹山山頂～麓
捕獲目標：300頭（実績438頭）
捕獲方法
・囲いわな17基
・ドロップネット3基
・箱わな24基
・銃猟（巻き狩り月1回）

期間：R7.11.25からR8.3.31
エリア：伊吹山ドライブウェイ沿い
捕獲目標：30頭（実績31頭）
捕獲方法
・くくりわな50基

期間：R7.6.1からR8.3.13
エリア：伊吹山周辺地域（麓）
捕獲目標：170頭（実績162頭）
捕獲方法
・囲いわな1基
・くくりわな約50基（10月下旬開始）
・銃猟（積雪後）

期間：R7.10.23からR7.11.24
エリア：伊吹山ドライブウェイ沿い
捕獲目標：30頭（実績12頭）
捕獲方法
・くくりわな30基


